
 

 
長崎市健康づくり課では、「慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策」に取り組んでいます。 

この度、コメディカルスタッフの皆さま向けの研修会を開催いたしますので、ぜひご参加ください。 
                    ※コメディカルスタッフ：医師以外の保健師､看護師､栄養士等の医療従事者 

 

 

【日 程】 令和 2年 2月 19日（水） 午後 7時～午後 8時 30分 
 

【会 場】 長崎市男女共同参画推進センター（アマランス）  研修室 1.2 

              （長崎市魚の町 5-1 市民会館内） 
 

【テーマ】 「慢性腎臓病（CKD）を見逃さないで！ 

          ～病気のサインを知り、重症化を予防するために～」 

       講師：長崎大学病院 腎臓内科 助教  太田 祐樹 先生 

 

【参加費】 無料 

 

【申込み】 令和 2年 2月 14 日（金）までにファックスにてお申込みください。 

  
 

 

 

 

 
慢性腎臓病（CKD）とは、慢性的にたんぱく尿があるなど、腎機能が低下した状態を言います。 

腎臓は、自覚症状が出にくく、一度機能が低下すると、もとに戻りにくい臓器です。また、CKD は脳卒中

や心筋梗塞などの発症リスクを高めます。“腎臓をまもることは、生命をまもる”ことにつながります。 
※長崎市では、平成 30 年度に新たに 205 名が人工透析を開始し、平成 31 年 3月末現在で 1,326 名の方が

透析療法を受けています。新規導入者 205 名の原疾患としては、68名が糖尿病性腎症、45 名が腎硬化症

（高血圧により腎臓の糸球体が障害されておこる）と半数以上が生活習慣病が原因と考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【担当】 
健康づくり課 髙田、内山 （℡095-829-1154） 

令和元年度  

長崎市慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策研修会のご案内 
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長崎市の透析患者数と新規透析導入患者数の推移

 リナルくん 

リナルは英語で「腎臓」の意味。 

  

人工透析の 1人あたり年間医

療費（血液透析の場合）は、

約 500 万円かかっています。 



 申込締切日：令和 2年 2月 14 日（金）   
 

長崎市健康づくり課 髙田行 （ＦＡＸ ０９５－８２９－１２２１） 
 

【コメディカル向け】 ※今年度、医師向け研修会は実施いたしません。 

令和元年度 長崎市慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策研修会申込書 
 

                                    日時 令和 2年 2月 19 日（水）       

                            会場 長崎市男女共同参画推進センター 

（市民会館 1階 アマランス）        
 

No. 所属（医療機関名等） 氏名 職種 

【例】 健康づくり課 長崎 花子 管理栄養士 
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※参加申込み後に欠席される場合は、お手数ですが、 
健康づくり課（℡095-829-1154）までご連絡ください。 


